
施策評価（令和６年度）

 担当課名

 評価確定日

１　施策（目指す姿）のねらい（施策の目的）

２　施策の状況

２－１　成果指標の状況及び定量的評価

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

　※　指標の判定基準

4 点 × 2 個 ＝ 8 点 1 点 × 0 個 ＝ 0 点

3 点 × 0 個 ＝ 0 点 0 点 × 0 個 ＝ 0 点

2 点 × 0 個 ＝ 0 点

合計 8 点 ÷ 2 ＝

　※　成果指標において実績値が未判明となった指標がある場合には、それを除いて平均点を算出する。

（様式２）

施策評価調書

 戦略３　観光・交流戦略

 目指す姿３　文化芸術の力による魅力ある地域の創生

 幹事部局名 観光文化スポーツ部 文化振興課

①
【施策の方向性①～③】

文化事業への来場者数（人）

135,000

 評価者 観光文化スポーツ部長 令和６年７月31日

　秋田の文化芸術に対する若者等の関心が高まり、次の世代の担い手が確保されることにより、地域の伝統芸能等が維
持・継承された魅力的でにぎわいのある地域の実現を目指します。

施策の方向性、指標名（単位） 年度
2019
(Ｒ元)

2020
(Ｒ２)

2022
(Ｒ４)

2023
(Ｒ５)

270,000 360,000 455,000

193.8% 4

2024
(Ｒ６)

2025
(Ｒ７)

直近の
達成率

配点 備考

出典：県調べ 205.8% 193.8%

450,445 54,435 277,888 523,376

471.4% 4－ － 98 198②

【施策の方向性①～③】

あきた芸術劇場で開催される大
規模イベント・興行数（件）

42 42

出典：県調べ 233.3% 471.4%

42 42

　※　定量的評価の判定基準
　　　　ａ相当：平均点が3.6点以上　　ｂ相当：平均点が3.2点以上3.6点未満　　ｃ相当：平均点が2.8点以上3.2点未満
　　　　ｄ相当：平均点が2.4点以上2.8点未満　　ｅ相当：平均点が2.4点未満

　　　　4点：　達成率≧100％　　3点：　100％＞達成率≧90％　　2点：　90％＞達成率≧80％
　　　　1点：　80％＞達成率≧70％　　0点：　70％＞達成率　　　 n：　実績値が未判明

定量的評価結果 計算式

4.00
（ a 相当）

個（判明済み指標） 4.00
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２－３　主な取組状況とその成果

　【施策の方向性①　あきた芸術劇場を核とした文化芸術の発信とにぎわいづくり】

　【施策の方向性②　文化芸術活動の促進と次代を担う人材の確保・育成】

・

・

・

　【施策の方向性③　文化芸術を通じた交流人口・関係人口の拡大】

・

・

・

３　総合評価と評価理由

・ あきた芸術劇場ミルハスにおいて、県主催事業として多様なジャンルの公演等を開催したほか、集客力のあるアー
ティストやコンベンション等を誘致し、文化芸術の鑑賞の機会を提供するとともに、地域のにぎわい創出につなげ
た（大規模イベント・興行数198件）。

・ ミルハス開館１周年記念公演として、藝大フィルハーモニア管弦楽団公演（来場者1,358人）を開催し、質の高い音
楽の鑑賞機会を提供するとともに、施設の一層の認知度向上を図った。

・ あきた文化情報サイト「ブンカＤＥゲンキ」及びFacebookにおいて、県主催事業やあきた文化交流発信センターの
イベント情報等を随時発信した。「ブンカＤＥゲンキ」のページビュー数は111,250回、Facebookのリーチ数は
12,541、YouTubeチャンネル再生回数は117,970回であった。

総合評価 評価理由

ａ
　成果指標の達成率を基にした定量的評価は4.00で「ａ相当」であることから、総合評価は「ａ」
とする。

【定性的評価として考慮した点】

・

「芸術選奨」（２人）、「ふるさと文化賞」（１人と１団体）を贈り、優れた活動を顕彰した。また、「青少年音
楽コンクール」（参加者延べ150人）を開催したほか、文芸活動の普及、振興を目的として広く県民から文芸作品を
公募し、受賞作品を掲載した作品集「あきたの文芸」を刊行した（応募作品241点）。

「アーツアーツサポートプログラム」では、文化芸術活動の成果として美術作品や演奏の発表を希望する若手アー
ティストを募り、展覧会、演奏会の開催を支援（アーティスト３人、来場者559人）した。

県北、県央、県南の各地域において小中高生及び一般県民（参加者630人）を対象に行った音楽活性化アウトリーチ
では、プロの演奏家による演奏会や吹奏楽部に対する技術指導を行った。また、新たに開始した美術活性化アウト
リーチでは、県央、県南の各地域において中高生（参加者299人）を対象に、美術作品の鑑賞、解説により美術への
関心や理解を促す講義を行った。

県内の伝統行事が一堂に会する「新・秋田の行事」（来場者14,800人）や国内外から優れた音楽家を招いた「秋
田・潟上国際音楽祭」（来場者1,714人）、秋田の伝統行事を体験できる「あきた無形民俗文化財万博」（来場者
1,049人）を開催し、県内外からの多くの来場者に本県文化の魅力を発信した。

県内の文化団体が行う集客力が高く交流人口拡大に資する取組に対して助成を行った（８件）。

県内を代表する劇団わらび座と連携し、県外公演において、伝統芸能の披露や資料展示、秋田の文化の魅力を紹介
するパンフレットの配布（20万部）等を行ったほか、ミルハスにおいて東北の祭り等をモチーフとしたノンバーバ
ル（非言語型）のミュージカル（来場者3,701人）を上演した。
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４　県民意識調査の結果

　肯定的意見

　ふつう

　否定的意見

　わからない・無回答

　※端数処理の関係で満足度の割合の合計は100％にならないものもある。

５　主な課題と今後の対応方針
施策の
方向性

○ ○

○ ○

○ ○

６　政策評価委員会の意見

△9.8

質問文 国内外に秋田ならではの文化の魅力が伝えられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年度
　満足度

2023
（Ｒ５）

2024
（Ｒ６）

2025
（Ｒ７）

2026
（Ｒ８）

前年度比

+0.3

　おおむね十分 （４点） 14.8% 14.4% △0.4

　十分 （５点） 1.8%

　不十分 （１点） 11.8% 15.6% +3.8

△0.16

（３点） 41.9%

32.0% 42.8% +10.8

　やや不十分 （２点） 20.2% 27.2% +7.0

32.1%

課題 今後の対応方針

① ○ 今後もミルハスの利用者数や稼働率を高水準に維持
するとともに、ミルハスを核とした県全体のにぎわ
いを継続的に創出していくことが求められている。

○ ミルハスを適切かつ効率的に管理運営するとともに、優れた
音響特性など施設の優位性を最大限にＰＲし、質が高く集客
力のある公演等を開催・誘致するほか、県内文化施設と連携
したイベント等を実施する。

9.5% 8.5% △1.0

　平均点 2.72 2.56

満
足
度

16.6% 16.5% △0.1

2.1%

③ ○ 文化事業への来場者数はコロナ禍前の水準に回復し
ているものの、県外や海外からの誘客が少ない。

○ 引き続き、文化団体の活動促進を図るとともに、地域資源を
生かした伝統行事の体験型イベントなど秋田ならではの文化
イベントを実施する等により、交流人口・関係人口の拡大を
図る。

自己評価「ａ」をもって妥当とする。

秋田ならではの文化に係る情報発信が十分に行われ
ていない。

ＳＮＳ等を活用し、国内外への情報発信を強化する。

② 文化芸術活動を行う個人や団体は限られており、世
代や地域の偏りもあることから、県民が広く文化芸
術に親しむことのできる環境づくりが求められてい
る。

優れた作品や活動に対する顕彰、文化団体が行う活動への助
成など、文化芸術活動に取り組みやすい環境づくりを進める
とともに、東京藝術大学との連携事業等を活用し、県民が質
の高い文化芸術に触れる機会の確保や将来の地域文化を担う
若手の育成を図る。

人口減少や高齢化が進行する中、地域の伝統行事や
文化芸術活動の担い手が不足している。

伝統行事への誘客の促進や担い手確保に向けた契機とするた
め、伝統行事の体験型プログラムの活用促進を図る。
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